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葉報

第 4回研究大会開催報告

当研究会の第 4回研究大会が開催されました。韓国中央大学校教授任柴哲先

生の御講演に続き、会員 2名の研究発表が行なわれました。

日時:2011年 7月 16日 (士) 15:00-17:40 

場所:首都大学東京南大沢キャンパス 91年館多目的ホール

[招待講演〕

任柴哲先生(韓国中央大学校教授)

「ヨーロッパと東アジアにおける日本文化に対するイメジ」

[研究発表〕

藤本かおる氏(首都大学東京国際センター非常勤講師)

rWeb会議システムを使った遠隔初級日本語コースの授業分析と考察
ーインド・台湾での実践授業を中心にー」

第 5回研究大会のお知らせ

第 5回研究大会を以下のとおり、開催いたします。ふるってご参加ください。

日時 2012年 7月 21日(士)15:00ー17:40 (その後、懇親会も予定しています。)

場所:首都大学東京例年館多目的ホール

15・00-15・30 総会

15:35-16:35 会員による研究発表

16・40-17・40 招待講演 田中ゆかり先生(日本大学教授)

入会の御案肉

「首都大学東京・東京都立大学日本語・日本語教育研究会」では、会員制を

採り、学内のみならず広〈学外の方からの御協力も賜りたく存じます。研究会

では、「普通会員Jr学生会員Jr賛助会員Jr会友」という会員種別を設けてい
ます。年会費は以下のとおりです。なお、『日本語研究』の投稿は「賛助会員J

「普通会員Jr学生会員」であることが条件です。

賛助会員 10，000円

学生会員 2，000円

普通会員 4，000円

会友 1，000円

入会を希望される方は事務局まで御連絡ください。

(文責・事務局劉 志偉)
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『日本語研究』第 33号原稿募集のお知らせ

下記の要領で『日本語研究』第 33号の原稿を募集いたします。ふる

って御投稿ください。

投稿募集
締切日 2013年 2月 14日(木)

投稿規定

【内容】

研究論文、研究ノート、報告。

研究会の目的と内容に合致していればテーマは自由である。

【書式】

8.用紙サイズ B5 

b.横書き(縦書きを希望する場合は、事前の相談が必要。)

c指定書式 1頁=38字 X32行を基準とする。

dマージン:上 2.5cm下 3.0cm左 2.5cm右 2.5cmを原則とする。

e フォント:10.5pt，論文題はゴチック体 llpt。本文は明朝体。

f レイアウト目論文題は中央寄せ。執筆者名は右寄せ。

g.枚数:指定書式で 14枚程度。(図表含む。 400字原稿用紙で 40枚程度。)

h.題と氏名の問、氏名と本文の問、章と章の聞はそれぞれ l行空きとする@

1.題は全角で入力。題が z行以上に渡る場合も氏名との聞は 1行とる。
j.頁は余白に鉛筆で記入。

k.論文の最後に、氏名の読みと所属を右寄せで記入。

例 (ひがし たろう・首都大学東京大学院生)

【投稿原稿について】

a オフセット印刷につき上記書式を守った完全原稿での提出。

b.プリントアウト 3部を提出すること

c.編集委員会の審査を経て掲載の諾否を決定する。

d.編集委員会が改稿を求めることがある。

e.パックアップについて

プリントアウトならびにファイルはコピーして保存しておくこと。

【提出先】
干192-0397 東京都八王子市南大沢 1-1

首都大学東京人文科学研究科日本語教育学事務室気付
首都大学東京・東京都立大学日本語・日本語教育研究会(郵送または手渡し)
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首都大学東京・東京都立大学日本語・日本語教育研究会規約

(20ω年7月19日制問

(2010年7月17日改間

首都大学東京・東京都立大学日本語・日本語教育研究会(以下、研究会)は、 2006年

に首都大学東京に設置された大朝涜日本語教育学教室および、東京都立大学人文科学研

究科国文学専攻において砂開・教育を積み上げてきた日本語学と日本語教育学の関係有

志によって設立された。

1.研究会の目的と性格

1-1.研究会は、日本語学・日本語教育学およびそれに関連する領域での研究・教育に

携わる者が、自らの研績を発表する場、また、研究・教育上の蓄積ヰ噺しい知見に

触れる場として発足した。

1-2 研究会にカ功追わる領域には日本語学・日本語教育学のほか、言語学・言語教育学・

教育工学・異文化コミュニケーションなどが含まれる。

1-3.研究会の趣旨に賛同する者は、年会費を納めることにより誰でも会員になること

ができる。

2.研究会の組織

2-1.総会

規約の改正、理事などの役員の選任、予算・決算、活動計画など、研究会の重要事

項について審議、決定する。すべての会員が参加でき、原則として年に一度開催さ

れる。

2-2.理事会

研究会の運営全般を統括する。会員の自薦・他薦によって理事候補者を募り、それ

をもとに理事会揃輯名簿を作成し、総会において承認を得ることとする。

定数6名、任期2年(承認を得た総会の日から2年後の総会の日まで)、再任可とす

る。

2-3.研究委員会

研究大会にかかわる業務命投を担当する。会員の自薦・他薦により、研究委員候補

者を募り、それをもとに理事会が推薦者名簿を作成し、総会において承認を得る。
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定数4名、任期2年(承認を得た総会の日から2年後の総会の日まで)、再任可とす

る。

大会開催に関わる研究委員会細則は別に定める。

2-4.編集委員会

学会誌『日本語研到の発行にかカわる業務台投を担当する。会員の自薦・他薦に

より、編集委員候補者を募り、それをもとに理事会が推薦者名簿を作成し、総会に

おいて承認を得る。

定数4名、任期2年(承認を得たj総会の日から 2年後の総会の日まで)、再任可と

する。

学会誌の編集に関わる編集委員会細則は別に定める。

2-5.広報委員会

会員への連絡(ホームページおよびメールマガジンによる連絡)にかかわる業務を

担当する。会員の自薦・他鳴により、編集委員候補者を募り、それをもとに理事会

が推薦者名簿を作成し、総会において承認を得る。

定数若干名、任期2年(承認を得た総会の日から2年後の総会の日まで)、再往可と

する。

2-u.事務局

首都大学東京大学院人文科学研筑斜日本語教育学教室事務室に研究会の事務局を

置く。事務局は研究会の運営にかかわる庶務を担当する。理事会が推薦者名簿を作

成し、総会において承認を得る。

定数若干名、任期2年(承認を得た総会の日から2年後の総会の日まで)、再任可と

する。

2-7.会計

会費の徴収およて用鯉、予算・決算にかカわる会計業務を担当する。理事会が推薦

者名簿を作成し、総会において承認を得る。

定数l名、任期2年(承認を得た総会の日から2年後の総会の日まで)、再任可とす

る。

2-8. 監査

研究会の予算および決算を監査する。理事会仲街輔名簿を作成し、総会において

承認を得る。

定数l名、任期2年句認を得た総会の日から2年後の総会の日まで)、再任可とす

る。
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3.会員と特典およTs会費など

3-1.会員

会員は猷車会員、学生会員、賛助会員、会友よりなる。

3-2.普通会員

普通会員は個人会員であり、以下の特典がある。

総会への参加・研究大会への参加と口頭発表・学会誌への投鏑・学会誌の受領・お

知らせ(メールマガジン)の受信。

3-3.学生会員

学生会員は個人会員であり、大学で学ぶ学部生・大朝境生・研究生に限られる。学

生会員には翫邑会員と同じ特典がある。

3-4.賛助会員

賛助会員は研究会の趣旨に賛同し援助を希望する個人または団体の会員であり、普

通会員と同じ特典がある。

3-5.会友

会友は学会誌の受領のみを希望する者で、その他の特典はない。

3--u.会費

年度会費は以下の通りとする。

普通会員・4，000円、学生会員・2，000円、賛助会員・ 10，0∞円、会友・ 1，∞o円。
年度会費は毎年4月1日から翌年の3月31日の問有効とする。なお既納の会費はい

かなる事由があってもi届墨しな~\

3ー7.会員資格の喪失

会員は、次の事由によってその資格を喪失する。

a 退会したとき

b.死亡し、若しくは失綜宣告を受け、又は会員である団体が解散したとき

C. 除名されたとき

3-8.退会

会員が退会しようとするときは、理由を付して退会届を理事会に提出しなければな

らなし、。

3--9除名

会員が次の各号の一つに該当するときは、総会の議決により除名することができる。

8.研究会の名誉を傷つけ、または研究会の目的に違反する行為があったとき
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b.会費を3年以上滞納したとき

研究委員会細則一研究大会開催規定一

1.研究大会の目的など

研究大会は会員の研究成果の口頭発表や、外剖渚識者による学術講演、さらに会員

聞の親睦を図る目的で開催される。

2.研究大会の企画と実施

研究大会の企画と実施については研究委員会が統括し、発表者の選定ヤ講演者への

依頼等を行う。

3.研究大会日程

毎年7月下旬を目途に開催する。

編集委員会細則一学会誌『日本語研究』編集規定一

1.学会誌の目的など

学会誌『日本語研到は研究会の目的や領域に合致し、学術的に高度な内容の研究

論文・報告・研究ノートの発表の場となることを主な目的とする。これに加え、編

集委員会の判断により研究会の動向守合員消息等の詩情報を掲載することができる。

2.投稿論文の査資と掲載の決定

2-1.編集委員会が投稿論文の掲載諾否についての判断を下士その際、編集委員会

がー論文について三名の査読者を指名し、論文掲載の司杏およ戊攻縞に関する審査

を依頼する。非会員に査読を依頼することもできる。

2-2.投稿論文については、編集委員会が合評会を開催し、査読者三名のうち三名以

上が許諾した場合に掲載できるものとする。査読者が合評会に出席できない場合、

書面をもって査読結果を報告することができる。

2-3 投稿者は自らの論文の査読者になることはできない。また、合司令において同

論文の審査に同席できない。

2-4.編集委員会は査読結果をもとに、投稿論文の掲載の諾否を決定し、投稿者に報

告する。また、編集委員会は投稿者に改績を求めることができる。

2-5.改稿が求められた論文については、編集委員会が再度合評会を開催した上で掲
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載の諾否を決定する。

3.編集日程

3-1 投稿締め切り・ 12月末ごろ

3-2.第一回合評会・ 1月末

3-3.第三回合評会 :3月初め

3-4.投稿者校正 :3月末まで

3-5 刊行 :4月中

4.投稿規定

4-1 資格

単著論文等の場合、投稿者は首都大学東京・東京都立大学日本語・日本語教育布閉

会の会員でなければならない。

共著論文等の場合、事僅者全員カ湾捕資格をもっ会員(猷邑会員・学生会員・賛助

会員)でなければならな川

4-2 内容

研究論文、報告、研究ノート。

荷開会の目的と内容に合致していれぽラーマは自由である。

4-3.書式

a用紙サイズ・ B5

b.横書き(縦書きを希望する場合は、事前の相談が必要。)

C.指定書式:1頁=38字X32行を基準とする。

d.マージン:上2.5叩下3.Ocm左2.5cm右2.5cmを原則とする。

e.フォント:10.5ptあるいはlOpt。論文題はゴチック体llpt。本文は明朝低

fレイアワト・論文題は中央寄せ。事嘩者名は右寄せ。

g.枚数・指定書式で14枚程度。(図表含む。 400字馬輔用紙で'40枚程度。)

h.題と氏名の問、氏名と本文の問、章と章の聞はそれぞれ1行空きとする。

1.題は全角で入力。題が2行以上に渡る場合も氏名との聞は1行とる。

j頁は余白に宮嘩で記入。

k論文の最後に、氏名の読みと所属を右寄せで記入。

例(ひがしたろう・首都大学東京大朝涜生J
4-4.投稿原稿について



―214―

a.オフセット印刷につき上記4-2を守った完全原稿での提出。

bプリントアウト3部を提出すること

C.上記2による編集委員会の審査を経て掲載の諾否を決定する。

d.編集委員会が改編を求めることがある。

e.パックアップについて

プリントアウトならびにファイルはコピーして保存しておくこと。

4-5 提出先

干192-{)397 東京都八王子市南大沢1-1

首都大学東京人文科学研究科日本語教育学事務室気付

首都大学東京・東京都立大学日本語・日本語教育研究会

5. W日本語研究』の歴史と通算号数に関する付記

(郵送または手渡し)

『日本語研究』は、東京都立大学人文科学研究科中本正智先生のゼミの大学院生等の

研究発表の場として倉IfFljされ、平成19(2007)年までに通算27号が刊行されている。

この問、中本先生の街逝去や、大学の組織改変等があったが、ほぽ毎年刊行されて

きた。また、日本語学会が2004年に国語学会から現在の名称に変更する際、学会誌

である『国語学』の新名称を『日本語の研究』としたのは、既に『日本語研究』や

『日本書洋』が別の学術楽器として存在していたためで、この前者は本誌のことで

ある。こうした歴史に鑑み、首都大学東京・東京都立大学日本語・日本語教育研究

会発足にあたり、学会誌の名称は『日本語研究』を維続し、号数も倉IfFlj以来の号教

を糊菅することとした。

広報委員会細目

1.理事会・研究委員会・編集委員会と連絡を密にしつつ、砂閉会の会員聞の相互連

絡と対外的な広報活動を統括する。

2.ホームページの開設と管理・編集を行う。

3.メールマガジンを編集配信する(季刊、および臨時号)。

4.会員情報の集積と管理を行う。




